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人と文化を育むまちグループ

協働によるまちづくりグループ

環境にやさしいまちグループ

【提言の一例】 図書館を多くの人に利用してもらうため、色々な
種類のパンフレットの作成、学校の勉強に合わせた資料を増やし

てほしいです。

【回答要旨】 市の小中学生を対象とした調査では、図書館を「毎
日使う」から「月に 1 回ぐらい」という人が約 30％という結果で、
もう少し利用者を増やしたいと考えています。図書館では、年代
別の「おすすめブックリスト」を作成しています。このリストの
小中学校への配布や、図書館だよりの小中学生版の作成も考えて
います。また、公共図書館から学校の図書館に本を届ける事業も
しているので、勉強に合わせた資料として活用をしてほしいと思
います。

【提言の一例】 自家用車がなくても、お年寄りから子どもま
で、それぞれの地域に行くことのできるバスなどの公共交通
を整備してもらいたいです。

【回答要旨】 市の世帯当たりの自家用車保有台数は県内 19
市でも高い位置を占めています。デマンド型乗合タクシー「あ
づみん」は年間約 9 万人が利用しているものの、利便性など
の課題も多い状況です。「あづみん」は運行開始から 10 年を
迎えたこともあり、利便性の向上と安定した運行を継続する
ため、見直しを進めます。

【提言の一例】 安曇野の地下水の課題は、豊富な水量を維持
できていないことだと思います。豊科北中では、生徒会活動と
して節水シールを貼っています。「ここ 30 年で地下水が 205
億㌧も減っています」と記載したシールを作成し、各家庭など
で貼ってもらってはどうでしょう。

【回答要旨】 シールの作成と配布は、節水を促す効果が高い
と考えられ、大変貴重な提案です。導入を研究します。市では、
平成 25 年に「地下水保全・涵養及び適正利用に関する条例」
を施行し、平成 29 年に「水環境基本計画」と「行動計画」を
策定しました。今後、幅広い世代の皆さんに、地下水資源の価
値、地下水を守る取り組みなどを発信していきます。

　寳さん、辻さん、風間さん

切久保さん、森川さん、内田さん

　武田さん、待井さん、神谷さん
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特集◎未来はぐくむ ～中学生議会と教育施策～
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海外ホームステイ交流派遣事業では延べ14人
を派遣。国際感覚豊かな人材を育んでいます。

豊かな人を育むまちづくり

これからの時代を担う子どもたちの育成は、まちづくりの基本です。
また、少子高齢化の進展など、社会が急速な変化を遂げている現在、
教育環境の整備がますます重要性を増しているといえます。市では、

「豊かな人を育むまちづくり」を市政の大きな柱に掲げ、さまざまな
施策に取り組んでいます。安曇野に誇りと愛着を持ち、地域を守り育
てる人材を育成できるよう、市民の皆さまや関係機関と連携しながら、
共に子どもたちを育んでまいります。

安曇野市長　宮澤 宗弘


